




デジタル画像と原本調査と… ………………………………………………………………………………………………… 久保木秀夫… 2
書誌学を学んで―「日本古典籍講習会」聴講記―… ……………………………………………………………… 河田　翔子… 4
書評
ブックレット〈書物をひらく〉19
赤澤真理著『御簾の下からこぼれ出る装束　王朝物語絵と女性の空間』… …………………………… 吉井　　祥… 5
ブックレット〈書物をひらく〉16




令和元年度「古典の日」講演会… ………………………………………………………………………………………… 粂　　汐里… 9
「本のかたち　本のこころ」展観記―どうしてこんな展示ができたんだろう―… ………………… 村木　敬子… 10
マレガ・プロジェクト国際シンポジウム… …
「マレガ収集日本資料の発見と豊後キリシタン研究の新成果」の開催…………………………………… 大友　一雄… 11
地域シンポジウム「請戸の歴史と文化を知る会」… ……………………………………………………………… 西村慎太郎… 11
第43回国際日本文学研究集会…参加記… ……………………………………………………………………………… 柏原　康人… 12
大型寄託資料の紹介―石川透氏寄託資料と上野学園大学日本音楽史研究所寄託資料と―… … 神作　研一… 13

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （大阪大谷大学・園田学園女子大学非常勤講師 / 園田学園女子大学社会連携推進センター学術研究員　柏原　康人）
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大型寄託資料の紹介―石川透氏寄託資料と上野学園大学日本音楽史研究所寄託資料と―
（１）石川透氏寄託資料
2017年度に、慶應義塾大学文学部教授石川透氏（1959-）の所蔵資料およそ3万冊が国文学研究資料館に寄託さ
れました。石川先生は日本中世文学、特に奈良絵本・絵巻の研究者として世界的に高名ですが、また蔵書家・愛書
家としてもよく知られています。そのご蔵書はまことに厖大で、屏風や絵入り本をはじめとしてくさぐさの写本・
版本に及び、文学を中心に多領域にわたる書物を包摂しています。先生のご厚意により、すべての資料をデジタル
化し国文研ＨＰ（ＤＢ）から順次公開していきます。ここに改めて、石川透先生につつしんで感謝と御礼を申し上げ
ます。
（２）上野学園大学日本音楽史研究所寄託資料
2019年７月26日（金）に、上野学園と国文研の間で、上野学園大学日本音楽史研究所所蔵古典籍類の国文研への
寄託に関する「覚書」が締結されました。これに先立ち、既に2018年度から寄託は開始されており、2020年度中に
完結する予定です。蔵書は、声明関係の写本や古刊本、近世の謡本、さらには久邇宮家旧蔵の楽器類まで、およそ
690点に及びます（数値は2019年度寄託予定分まで）。古典籍はデジタル化し、国文研ＨＰ（ＤＢ）から順次公開し
ていきます。なお2020年度からは、これらの資料への解題をメインとした特定研究「上野学園大学日本音楽史研究
所寄託資料の基礎的研究」も開始されます。 （神
か ん
作
さ く
　研一）
閲覧室だより
閲覧室に関わる動向を３点、紹介します。
【Ａ】新たな開室日
2020年度より、これまで休室していた第２水曜日を開室します。また、これまで保存環境整備期間として休室し
ていた、４～５月のゴールデンウィーク期間中の平日も開室します。
【Ｂ】新着図書・雑誌コーナーの設置
2019年７月より、閲覧室カウンター前に「新着図書・雑誌コーナー」を設置しました。新着の開架資料が届き次第、
随時並べます。
【Ｃ】書庫ツア－の開始
2019年11月28日（木）に第１回の「書庫ツアー」を開催しました。所要45分程度。事前申込不要。参加者には、
当館所蔵資料の画像を使用した「紙ブックカバー」と「うちわ」を用意しました。事前に国文研ツイッターで告知し
た上で、今後も折々に実施しますので、どうぞ気軽にご参加下さい。 （神作　研一）
『雀の夕顔絵巻貼付屏風』（部分）
（〔江戸前期〕写、8曲1隻）
2019年７月26日（金）調印式
右が上野学園石橋香苗理事長
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総合研究大学院大学日本文学研究専攻の近況
四川外国語大学日本語学部准教授陳
ちん
可
か
冉
ぜん
氏による特別講義 
「『鶴林玉露』の流行と江戸前期文壇」入試説明会と同時開催
10月25日（金）、国文学研究資料館を会場に令和元年度特別
講義を開催しました。この特別講義は、日本文学研究専攻所属
学生の専門性を高めると同時に、広く深く教養と知識を身につ
け先進的な日本文学研究を行う優秀な人材を育てていくことを
目的として、日常の授業では触れられない角度からテーマを設
定して開催しています。
今年度は、日本文学研究専攻修了生（平成24年3月修了）の
陳可冉氏をお招きし、「『鶴林玉露』の流行と江戸前期文壇」を
テーマに講義を行いました。
講義では、近代前期に『鶴林玉露』が広まった背景や書かれ
た内容が日本の知識人に与えた影響などを貴重な原典資料の
画像とともに解説。館内外から集まった参加者から活発な質疑
があり、盛況のうちに終了しました。
陳可冉氏は、在学時から研究会や学会で積極的に発表を行
うなど精力的な研究活動を重ね、2012年には「笹川科学研究
奨励賞」（日本科学協会）を受賞、2013年には「第22 回柿衛賞」
を海外研究者として初めて受賞するなど、めざましい活躍をな
さっています。総研大学生にとっても学ぶべき点が多いことか
ら、陳可冉氏には今後各地域で活動の中心を担うことが期待
される海外在住の修了生として、SAA（SOKENDAI Alumni 
Ambassador の略称）に就任いただくこととなり、委嘱状が伝達されました。
同時開催した入試説明会では大学院学生らが、日本文学研究専攻の概要や入試について熱心に耳を傾けていました。
教員との相談会では現在の研究内容や今後の研究計画について詳細に話し合う姿が見られたほか、在学生・修了生と
学生生活や研究活動について和やかに歓談する場面もありました。
御伽草子を英語で紹介すると?英語で研究内容の紹介に挑戦 
「日本を研究対象とする学生のための英語講習会」を開催
普段研究対象として慣れ親しんでいる文学作品や研究内容について英語で説明できますか。なかなかうまく表現で
きないということはありませんか。
7月から9月にかけて、国文学研究資料館で「日本を研究対象とする学生のための英語講習会」を開催しました。こ
の講習会は、日頃英語から離れている学生に英語感覚を取り戻してもらい、自分自身の研究内容に関する英語表現を
身につけてもらうことをねらいとしています。
講師として、翻訳・通訳者等として活躍し、日本文学の研究者でもあるファリア・アンナマリエ氏（Ph.D.）をお迎
えし、アカデミック・ライティングの基礎や英語表現を学びました。学生、教職員延べ11名が参加し、御伽草子や古
浄瑠璃、江戸時代の絵本の出版など、自身の研究内容を紹介する英文の作成に取り組みました。この講座は引き続き
開催し、受講者は最終回講義でのプレゼンテーションを目指します。
特別講義を行う陳可冉氏
入試説明会で教員に研究計画などを相談する参加者
〒190-0014東京都立川市緑町 10-3
Tel:050-5533-2910Fax:042-526-8604
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製　作 株式会社　アズディップ
ⓒ人間文化研究機構国文学研究資料館
令和元年度イベントカレンダー（予定）
日付 イベント
1月14日（火）～3月31日（火） 通常展示「書物で見る 日本古典文学史」
1月14日（火）～3月31日（火） 特設コーナー「平安貴族は『伊勢物語』をどう読んだか」
1月31日（金）
「ぷらっとこくぶんけん」対談企画
一冊対談集 クリエーターと語るこの国の古典と現代
小倉ヒラク×ロバート キャンベル
国文研ニューズNo.56
表紙絵資料紹介
大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
　国文学研究資料館のゼミ室で、豊富な所蔵資料を利用しながらゼミや講義を行うことができます。
※学部・大学院で行っている日本文学や日本史の授業が対象となります。
◆詳細は当館 WEB ページをご覧ください。
　https://www.nijl.ac.jp/activity/education/semi/post_43.html
『和漢名物茶入肩衝』　〔元禄７年刊〕上下巻　縦10.6×横16.0cm
本書は、『茶器弁玉集』（寛文12（1672）年刊）を踏襲、加筆したもので、元禄７（1694）年に刊行された『万宝全書』（菊
木嘉保編・13巻13冊）の巻６・７に収載された。『古今名物茶具秘蔵記』『和漢名物茶入之記』とも。
『万宝全書』は、日本や中国の画印・墨蹟や手鑑・諸道具の目録など多岐にわたる内容を備えた、江戸時代の美術や茶
道具の百科事典。刊行されて以来版を重ね続けたため、現存数も多い。
肩衝とは、器の上方部（肩）が水平に張り出した形をしている茶入を指す。本書は、名器とされる茶入を形・寸法・釉
薬の様子などがわかるように図解したり、その特徴や歴史などを説明する、いわゆる解説書である。茶の知識は日本に早
くから伝わっていたが、いわゆる茶道が大成され、大衆化していくのが江戸時代にあたる。その過程で茶道に関する知識
を欲する読者が広範に存在するようになり、本書のような解説書・入門書の類が多く刊行された。当館には茶道関連書も
多く所蔵されているが、実用書として知識の流布に出版が重要な役割を果たしたことを物語っている。
ちなみに、掲載画像左頁に見える「初花」は、室町幕府8代将軍・足利義政が命名したとされ、天下三肩衝と呼ばれる
有名な茶入のうちの一つ。「信長公御所持」とあるように、永禄12（1569年）年頃には、織田信長が所持し、実際の茶会
でも使用されたらしい。本能寺の変で流出後、徳川家康・豊臣秀吉など天下人の手を経て、最終的には元禄11年幕府に
献上された。重要文化財指定されている現存する名器である。
（国文学研究資料館 鵜飼文庫　96-283-6～7　https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200019302/viewer/8）
 （宮本　祐規子）
